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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月28日(2011.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プログラマブルロジックデバイスと複数の論理セルのうちの１つの論理セルとを備える
装置であって、
　該プログラマブルロジックデバイスは、
　　アレイの行と列とに配列された複数のＣＬＢと、
　　該アレイのＣＬＢを相互に接続する複数のＣＬＢ間ラインと
　を含み、複数のＣＬＢは、それぞれ、論理セルの第一スライスと論理セルの第二スライ
スとを有し、該アレイの所与の列におけるＣＬＢの論理セルの第一スライスと論理セルの
第二スライスとは、それぞれ、第一搬送チェインと第二搬送チェインとによって相互に接
続され、
　該複数の論理セルのうちの１つの論理セルは、
　　該１つの論理セルに与えられる入力のセットに論理機能を移植するための１つ以上の
ルックアップテーブルと、
　　搬入信号を受信し、該第一搬送チェインの一部を形成する搬出信号を生成するように
構成された算術論理回路と、
　　第一出力レジスタと、
　　第二出力レジスタと
　を含み、該論理セルによって生成される出力のセットは該第一出力レジスタと該第二出
力レジスタとの間で分割される、装置。
【請求項２】
　前記出力のセットが、前記１つの論理セルの前記１つ以上のルックアップテーブルの出
力、該１つの論理セルの該算術論理回路の合計出力、該１つの論理セルの算術信号により
生成される搬出信号、及び該１つの論理セルの該１つ以上のルックアップテーブルへ与え
られる入力のセットのうちの１つのうちの１つ以上を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第一出力レジスタと前記第二出力レジスタの間に結合されたスキャンチェインをさ
らに備える、請求項１に記載の装置。
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【請求項４】
　前記スキャンチェインが、前記アレイの所与の列において上の論理セルと下の論理セル
とに、さらに相互に接続されている、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記第一レジスタに対して第一入力を選択する第一マルティプレクサと、前記第二レジ
スタに対して第二入力を選択する第二マルティプレクサとをさらに備える、請求項１に記
載の装置。
【請求項６】
　前記第一レジスタの出力と前記第二レジスタの入力との間に、前記第二マルティプレク
サを介して結合されたスキャンチェインをさらに備える、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記ＣＬＢの論理セルの第一スライスが第一スキャンチェインにより相互に接続され、
該ＣＬＢの論理セルの第二スライスが第二スキャンチェインにより相互に接続される、請
求項６に記載の装置。
【請求項８】
　複数のＣＬＢの各々の前記第一スライスと前記第二スライスとが、それぞれ、４つの論
理セルを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記複数のＣＬＢの前記第一スライス及び前記第二スライスの前記４つの論理セルは、
それぞれ、複数のルックアップテーブルのうちの１つ以上、複数の算術論理回路のうちの
１つ、第一出力レジスタ、及び第二出力レジスタを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　プログラマブルロジックデバイスと複数の論理セルのうちの１つの論理セルとを備える
装置であって、
　該プログラマブルロジックデバイスは、
　　アレイの行と列とに配列された複数のＣＬＢと、
　　該アレイのＣＬＢを相互に接続する複数のＣＬＢ間ラインと
　を含み、該複数のＣＬＢの各々は論理セルの第一スライスと論理セルの第二スライスと
を有し、該アレイの所与の列におけるＣＬＢの論理セルの第一スライスと論理セルの第二
スライスとは、それぞれ、第一搬送チェインと第二搬送チェインによって相互に接続され
、
　該複数の論理セルのうちの１つの論理セルは、
　　該１つの論理セルに与えられる入力のセットに論理機能を移植するための一個以上の
ルックアップテーブルと、
　　搬入信号を受信し、該第一搬送チェインの一部を形成する搬出信号を生成するように
構成された算術論理回路と、
　　登録出力を生成するように構成された第一出力レジスタと、
　　該論理セルに与えられる入力セットのうちの１つ、または該１つの論理セルにおける
１つ以上のルックアップテーブルへの登録出力のいずれかを選択するように構成された入
力マルティプレクサとを含む、装置。
【請求項１１】
　前記第一レジスタの登録出力と前記入力マルティプレクサとの間に結合されたレジスタ
フィードバック経路をさらに備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　１つ以上のルックアップテーブルを有する論理セルの第二の論理セルをさらに備え、該
論理セルの第二の論理セルの該１つ以上のルックアップテーブルが、レジスタフィードバ
ック経路を介して該１つの論理セルの第一レジスタの登録出力をプログラミング可能に受
信するように構成される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　プログラマブルロジックデバイスと複数の論理セルのうちの１つの論理セルとを備える
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装置であって、
　該プログラマブルロジックデバイスは、
　　アレイの行と列とに配列された複数のＣＬＢと、
　　該アレイのＣＬＢを相互に接続する複数のＣＬＢ間ラインと
　を含み、該複数のＣＬＢは、それぞれ、論理セルの第一スライスと論理セルの第二スラ
イスとを有し、該アレイの所与の列におけるＣＬＢの論理セルの第一スライスと論理セル
の第二スライスとはそれぞれ、第一搬送チェインと第二搬送チェインによって相互に接続
され、
　該論理セルのうちの１つの論理セルは、
　　該１つの論理セルに与えられる入力の第一セットに論理機能を移植するための第一ル
ックアップテーブルと、
　　該１つの論理セルに与えられる入力の第二セットに論理機能を実装するための第二ル
ックアップテーブルと
　を含み、該入力の第一セットと該入力の第二セットとは同様の入力を含むが、該第一セ
ット及び該第二セットの入力のうちの少なくとも１つは異なる、装置。
【請求項１４】
　前記入力の第一セットが（Ｄ１Ａ，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４，Ｄ５）を含み、前記第一ルック
アップテーブルが論理機能Ｆ１（Ｄ１Ａ，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４，Ｄ５）を生成し、前記入力
の第二セットが（Ｄ１Ｂ，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４，Ｄ５）を含み、前記第二ルックアップテー
ブルが論理機能Ｆ２（Ｄ１Ｂ，Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４，Ｄ５）を生成する、請求項１３に記載
の装置。
【請求項１５】
　前記入力の第一セットが（Ｄ１Ａ，Ｄ２Ａ，Ｄ３，Ｄ４，Ｄ５）を含み、前記第一ルッ
クアップテーブルが論理機能Ｆ１（Ｄ１Ａ，Ｄ２Ａ，Ｄ３，Ｄ４，Ｄ５）を生成し、前記
入力の第二セットが（Ｄ１Ｂ，Ｄ２Ｂ，Ｄ３，Ｄ４，Ｄ５）を含み、前記第二ルックアッ
プテーブルが論理機能Ｆ２（Ｄ１Ｂ，Ｄ２Ｂ，Ｄ３，Ｄ４，Ｄ５）を生成する、請求項１
３に記載の装置。
【請求項１６】
　前記第一ルックアップテーブルが、５－入力ルックアップテーブルであり、前記第二ル
ックアップテーブルもまた、５－入力ルックアップテーブルであり、前記１つの論理セル
が、該第一ルックアップテーブル及び該第二ルックアップテーブルの出力を受信するよう
に構成されたルックアップテーブル出力マルティプレクサと、該ルックアップテーブル出
力マルティプレクサの出力を制御するための第六入力とをさらに備える、請求項１３に記
載の装置。
【請求項１７】
　前記入力の第一セットのうちの選択された１つと第六入力とに結合されるプログラマブ
ル選択マルティプレクサをさらに備え、該選択マルティプレクサは、該入力の第一セット
のうちの選択された１つまたは該第六入力のいずれかを前記第一ルックアップテーブルへ
の入力としてプログラマブルに選択するように構成される、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記プログラマブル選択マルティプレクサとルックアップテーブルマルティプレクサと
を制御するための使用される構成可能ビットをさらに備え、前記第六入力が前記第一ルッ
クアップテーブルへの入力として選択された場合、前記ルックアップテーブル出力マルテ
ィプレクサが前記第二ルックアップテーブルを選択するように構成される、請求項１７に
記載の装置。
【請求項１９】
　前記１つの論理セルへの第七入力と、選択マルティプレクサとをさらに備え、該選択マ
ルティプレクサは、該第七入力または前記入力の第二セットのうちの１つのいずれかを前
記第二ルックアップテーブルへ選択的に与えるように構成される、請求項１６に記載の装
置。
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【請求項２０】
　前記１つの論理セルのレジスタからのレジスタフィードバック信号と、選択マルティプ
レクサとをさらに備え、該選択マルティプレクサは、該レジスタフィードバック信号また
は前記入力の第二セットのうちの１つのいずれかを前記第二ルックアップテーブルに選択
的に与えるように構成される、請求項１６に記載の装置。
【請求項２１】
　プログラマブルロジックデバイスと複数の論理セルのうちの１つの論理セルとを備える
装置であって、
　該プログラマブルロジックデバイスは、
　　アレイの行と列とに配列された複数のＣＬＢと、
　　該アレイのＣＬＢを相互に接続する複数のＣＬＢ間ラインと
　を含み、該複数のＣＬＢは、それぞれ、論理セルの第一スライスと論理セルの第二スラ
イスとを有し、該アレイの所与の列におけるＣＬＢの論理セルの第一スライスと論理セル
の第二スライスとは、それぞれ、第一搬送チェインと第二搬送チェインによって相互に接
続され、
　該論理セルのうちの１つの論理セルは、
　　該１つの論理セルに与えられる入力のセットに論理機能を移植するための１つ以上の
ルックアップテーブルと、
　　搬入信号を受信し、該第一搬送チェインの一部を形成する搬出信号を生成し、第一Ｓ
ＵＭ信号と第二ＳＵＭ信号とを生成するように構成された算術論理回路と
　を含む、装置。
【請求項２２】
　前記１つの論理セルは、第一ＳＵＭ信号を受信する第一出力レジスタと第二ＳＵＭ信号
を受信する第二出力レジスタとをさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記算術論理回路が第一ルックアップテーブルから最初の２つの信号を加えることによ
り前記第一ＳＵＭ信号を、第二ルックアップテーブルから二番目の２つの信号を加えるこ
とにより前記第二ＳＵＭ信号を生成する、請求項２２に記載の装置。
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